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［パソナ総合研究所］ 社 会のあり方 改 革に向け専 門 家の英 知を結 集

第2回 PIフォーラムダイジェスト

第2回 政策提言「インバウンドを地方創生に活かす」

ワークショップ開催レポート

株式会社パソナグループ
〒100-8228  東京都千代田区大手町2-6-2  JOB HUB SQUARE
URL  www.pasonagroup.co.jp/pi/　Mail  pi@pasonagroup.co.jp

パソナ総合研究所
P a s o n a  I n s t i t u t e

期間 テーマ PIフォーラム開催日 提言発信 PIレポート発行

第1回
シリーズ

2018年4月〜
2018年6月 これからの働き方改革 2018年4月13日 2018年7月 2018年7月（vol.1）

第2回
シリーズ

2018年7月〜
2018年10月 ツーリズムと地方創生 2018年7月26日 2018年11月 2018年11月（vol.2）

■これまでのPIフォーラム開催・提言発信の実績

※内容は変更となる場合がございます。

期間 テーマ PIフォーラム開催日 提言発信 PIレポート発行

第3回
シリーズ

2018年11月〜
2019年2月 ベンチャーと規制改革 2018年11月27日 2019年2月 2019年3月予定（vol.3）

第4回
シリーズ 2019年1月 世界と日本の2019年の展望 2019年1月17日 2019年2月 2019年3月予定（vol.3）

第5回
シリーズ 2019年4月〜6月 女性活躍 2019年4月予定 2019年7月予定 2019年7月予定（vol.4）

■今後のPIフォーラム開催・提言発信のスケジュール

調査発表

発表日 タイトル

第1回調査 2018年10月18日 就職活動のあり方に関する学生意識調査

■これまでの調査発表の実績

発表日 タイトル

第2回調査 2018年11月下旬（予定） 入管法改正に関する外国人意識調査（仮）

第3回調査 2018年12月上旬（予定） 国家戦略特区でハウスキーピングに従事する外国人意識調査（仮）

■今後の調査発表のスケジュール



《パネラー》
前京都府知事・京都産業大学  教授：山田啓二氏
東洋大学国際観光学部  教授：矢ケ崎紀子氏
仙台国際空港株式会社  代表取締役社長：岩井卓也氏

1951年和歌山県生まれ。慶應義塾大学名誉教授、東洋大学教授。博士（経済学）。
一橋大学経済学部卒業後、73年日本開発銀行入行、81年に退職後、ハーバード大学
客員准教授、慶應義塾大学総合政策学部教授などを務める。01年より小泉内閣の国
務大臣を歴任。公益社団法人日本経済研究センター研究顧問、アカデミーヒルズ理事
長、オリックス㈱社外取締役等を兼職。

パソナ総合研究所  所長：竹中平蔵（株式会社パソナグループ取締役会長）
《モデレータ》 
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07 ［第２回 政策提言］POLICY ADVICE

インバウンドを
地方創生に活かす
免税カードを導入して
インバウンドのビッグデータを
ALL JAPANで活用！

［第2回 PIフォーラム］
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と
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方
創
生

The Forum

　
昨
年（
2
0
1
7
年
）の
訪
日
外
国
人

旅
行
者
数
は
2
8
6
9
万
人
。
今
年
は

3
0
0
0
万
人
越
え
が
ほ
ぼ
確
実
視
さ
れ
、

一
部
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
バ
ブ
ル
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
訪
日
外
国
人
消

費（
2
0
1
7
年
）は
4.4
兆
円
に
達
し
た
。
訪

日
外
国
人
消
費
は
日
本
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
が

外
需
を
獲
得
す
る
と
い
う
意
味
で「
輸
出
」で

あ
り
、
い
ま
や
自
動
車
、
化
学
に
次
ぐ
稼
ぎ

手
に
な
っ
て
い
る
。

　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
国
別
内
訳
を
み
る

と
、
中
国
が
最
も
多
く
7
3
6
万
人
、
続

い
て
韓
国
、台
湾
、香
港
、米
国
の
順
で
あ
り
、

東
ア
ジ
ア（
7
4.
2
％
）に
東
南
ア
ジ
ア
と
イ

ン
ド
を
加
え
る
と
、
８
割
～
９
割
を
ア
ジ
ア

が
占
め
て
い
る
。
観
光
理
論
に
よ
れ
ば
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
第
一
段
階
は「
近
隣
国
・
高
頻
度
」

で
あ
り
、
す
で
に
こ
の
段
階
に
到
達
し
た
日

本
に
と
っ
て
は
、
遠
隔
国
・
長
期
滞
在
の
外

国
人
旅
行
者
を
ど
の
よ
う
に
増
や
す
か
が
課

題
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
都
道
府
県
別
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者

数
の
速
報
値（
2
0
1
7
年
）を
見
る
と
、
全

7
8
0
0
万
人
泊
の
う
ち
東
京
、
大
阪
、
京

都
で
47
％（
3
6
3
3
万
人
泊
）を
占
め
て
い

る
。
首
都
・
商
都
・
古
都
巡
り
は
海
外
旅
行

の「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
」だ
か
ら
で
あ
り
、
と

り
わ
け
日
本
で
は
世
界
に
誇
る
定
時
高
速
大

量
輸
送
の
新
幹
線
が
３
都
市
を
つ
な
ぎ
、
か

つ
そ
の
途
中
に
富
士
山
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
現
状
と
課
題
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①

創造的に考える

Creative
Thinking

有効に
コミュニケートする

Effective
Communication

「社会の問題点を解決する」と 
いう理念を達成するために、幅広
い分野の専門家の英知を集結。
以下の3つの理念の下に研究・ 
提言・知的交流・情報発信などを
行います。

ビジョン

英知が結集した、
積極発信型
プラットフォーム

コンセプト

パソナ総合研究所は、シンクタン
クではなく“Do Tank”です。
考えるだけでなく動き、独立型の
研究所として、自らの問題意識を
元に、社会のあり方の改革に向け
た“発信”を行います。個別の問題 
から社会システムまであらゆる 
規模のトピックスを扱い「社会の
問題点を解決する」提言をして 
参ります。

特　徴

パソナ総合研究所とは
About the Pasona Institute

分析的に考える

Critical
Thinking

平成23年
（2011年）

※出典：観光庁プレスリリースより抜粋

平成24年
（2012年）

平成25年
（2013年）

平成26年
（2014年）

平成27年
（2015年）

平成28年
（2016年）

平成29年
（2017年）
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1,341

1,036836622

旅行消費額 訪日外国人旅行者数

■訪日外国人旅行者数と消費額の推移

矢ケ崎 紀子氏 
東洋大学
国際観光学部 教授

Profile

昭和62年住友銀行入行。
平成元年株式会社日本総合
研究所上席主任研究員。平成
20年観光庁参事官（観光経
済担当）。平成23年首都大学
東京 都市環境学部特任准教
授。平成26年より現職。日本貨
物鉄道株式会社取締役。国土
交通省交通政策審議会委員、
国土審議会特別委員。文部科
学省中央教育審議会専門委
員。近著に「インバウンド観光入
門」(晃洋書房)等。専門分野は
観光政策論及び観光産業論。

第2回 PIフォーラム概要

日　 時／2018年7月26日(木) 
　　　　17：00～19：30

会　場／TRAVEL HUB MIX
　　　　東京都千代田区大手町2-6-2
　　　　JOB HUB SQUARE 1階

参加者／100名

内　容／［第2回 PIフォーラム］
　　　　パネルディスカッション
　　　　「ツーリズムと地方創生」
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岩井 卓也氏 
仙台国際空港株式会社 
代表取締役社長

Profile

昭和37年生まれ。
筑波大学卒業後、東京急行電
鉄株式会社入社。都市開発事
業本部 渋谷開発事業部 事業
計画部 統括部長、経営企画室 
事業戦略部 プロジェクトチーム 
担当部長、経営企画室 PFI プ
ロジェクト推進部 統括部長等
を経て、平成27年11月仙台国
際空港株式会社代表取締役
社長。 山田 啓二氏 

前京都府知事・
京都産業大学教授

Profile

昭和29年
兵庫県洲本市生まれ。
東京大学法学部卒業後、昭和
52年自治省(現総務省)に入
省。和歌山県地方課長、国際観
光振興会サンフランシスコ観光
宣伝事務所次長、高知県財政
課長、行政局行政課理事官、
法制局参事官、京都府総務部
長等を歴任。京都府副知事を
経て、京都府知事を4期、全国
知事会会長を4期務める。

　
注
目
す
べ
き
は
第
２
の
極
が
で
き
て
い
る

こ
と
。
北
海
道（
7
4
3
万
人
泊
）、
沖
縄

（
4
6
0
万
人
泊
）、
福
岡（
3
1
9
万
人

泊
）で
あ
り
、
な
か
で
も
福
岡
は
ア
ジ
ア
か
ら

近
く
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
就
航
も
あ
っ
て
、
知
名

度
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
訪
日
外
国
人

旅
行
者
数
の
伸
び
率
の
１
位
は
青
森
、
２
位

が
大
分
、
３
位
が
佐
賀
で
あ
る
。
航
空
便
の

就
航（
天
津

－

青
森
、
仁
川

－

大
分
、
台
北

－

佐
賀
・
仁
川

－

佐
賀
な
ど
）が
そ
の
理
由

と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　
訪
日
観
光
客
の
地
方
誘
客
に
つ
い
て
は
、

地
域
で
合
意
形
成
を
行
い
、
そ
の
地
域
合

意
に
背
中
を
押
さ
れ
る
か
た
ち
で
実
際
に

ビ
ジ
ネ
ス
を
牽
引
す
る
体
制（D

estination 
M

anagem
ent O

rganization；

D
M
O
）

を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、

D
M
O
の
下
で
海
外
の
国
際
観
光
都
市
と
の

競
争
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
魅
力
的
な
コ
ン

テ
ン
ツ
づ
く
り
を
行
い
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
戦
略
を

立
て
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
地
域
と
し
て
は
、

観
光
地
と
し
て
の
自
ら
の
方
向
性
を
明
確
に

す
る
必
要
が
あ
る
。
高
山
市
、
高
野
山
、
熊

　
京
都
は
今
ま
さ
にO

ver Tourism

に
な
っ

て
お
り
、
祇
園
は
ほ
と
ん
ど
テ
ー
マ
パ
ー
ク
状

態
、
着
物
姿
の
人
は
ほ
ぼ
外
国
人
と
い
う
状

況
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
京
都
市

　
仙
台
空
港
が
民
営
化
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
た
の
は
、
東
日
本
大
震
災
の
年（
2
0
1
1

年
）の
12
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
2
0
1
4
年

に
入
札
コ
ン
ペ
が
行
わ
れ
、
2
0
1
6
年
7

で
の
話
で
あ
り
、
京
都
府
北
部
で
は
観
光
客

が
伸
び
悩
ん
で
い
た
。
そ
の
原
因
は
、
京
都

府
北
部
の
イ
メ
ー
ジ
が
明
確
で
な
い
こ
と
に
あ

り
、
各
市
町
村
の
観
光
協
会
が
ば
ら
ば
ら
に

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に

あ
っ
た
。

　
日
本
海
に
面
し
た
京
都
北
部
地
域
は
、
古

代
よ
り
大
陸
文
化
の
交
流
の
窓
口
と
し
て
栄

え
た
歴
史
を
持
つ
素
晴
ら
し
い
海
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
私
は
京
都
府
知
事
の
時
に
、「
海
の
京

都
」と
い
う
単
一の
イ
メ
ー
ジ
で
京
都
府
北
部
４

市
２
町
を
観
光
ゾ
ー
ン
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
に
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、反
対
も
多
く
、「
海

だ
け
で
は
な
い
。
山
も
あ
る
。
森
も
あ
る
」と

言
う
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
綾
部

や
福
知
山
な
ど「
海
が
な
い
」地
域
は
参
加
に

消
極
的
だ
っ
た
。
し
か
し
、「
海
の
京
都
」を

売
り
出
す
た
め
に
、
各
市
町
村
に
戦
略
拠
点

を
つ
く
り
、
各
戦
略
拠
点
を
結
ぶ
観
光
交
流

基
盤
を
整
備
し
た
。
例
え
ば
、
京
都
縦
貫
自

動
車
道
や
京
都
丹
後
鉄
道
、
そ
し
て
、
ク
ル
ー

ズ
の
拠
点
港
と
し
て
の
京
都
舞
鶴
港
な
ど
の

月
に
民
営
化
さ
れ
、
仙
台
国
際
空
港
株
式
会

社
が
運
営
会
社
と
な
り
、
基
本
施
設
に
設
定

さ
れ
た
運
営
権
を
国
か
ら
購
入
し
、
着
陸
料

や
空
港
管
理
規
定
の
設
定
な
ど
経
営
の
実
質

裁
量
を
獲
得
し
た
。
運
営
期
間
は
30
年
間
で
、

最
大
30
年
間
の
延
長
オ
プ
シ
ョ
ン
が
つ
い
て
い

る
。
実
施
契
約
の
順
守
と
空
港
運
営
に
必
要

な
水
準
を
満
た
す
経
営
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
だ
け
で
、
民
間
企
業
と
し
て
長
期
間
腰

を
据
え
て
リ
ス
ク
を
取
っ
た
事
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
実
は
、
2
0
1
4
年
４
月
に
出
さ
れ
た
国

の
募
集
要
項
は
網
羅
的
で
ポ
イ
ン
ト
が
よ
く
わ

か
ら
な
かっ
た
。
し
か
し
、
地
元（
宮
城
県
）か

ら
出
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
っ
て
民
営
化
後

の
成
長
イ
メ
ー
ジ
が
明
確
に
な
っ
た
。「
運
営

権
者
の
皆
様
へ
」と
い
う
ス
ト
レ
ー
ト
な
書
き
出

し
で
、
空
港
運
営
に
際
し
て
は
①「
ヒ
ト
・
モ

ノ
の
交
流
拡
大
」を
最
優
先
に
考
え
る
こ
と
、

交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
海

の
京
都
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
る
戦
略
的

な
広
域
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、
平

成
26（
2
0
1
4
）年
７
月
に
は
近
畿
圏
で
初

め
て
、
観
光
圏
整
備
法
に
基
づ
く「
観
光
圏
」

に
認
定
さ
れ
た
。
宿
泊
・
滞
在
が
推
奨
さ
れ

る
地
域
と
し
て
国
の
お
墨
付
き
を
得
た
わ
け

で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
平
成
27（
2
0
1
5
）年
７
月
に

は「
海
の
京
都
博
」を
開
催
し
た
。
箱
も
の（
パ

ビ
リ
オ
ン
）を
造
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
観
光
地
の
イ
ベ
ン
ト
を
連
携
的
に
開
催
す

る「
ま
ち
博
」で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
年
の
４

月
に
は
、
道
の
駅「
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
」を

リ
ニュ
ー
ア
ル
し
て
、「
丹
後
大
国『
食
の
み
や

こ
』」を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
だ
わ
り
の
丹
後

の
食
材
を
生
か
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
展
開
や
商
品

開
発
・
販
売
を
行
う
と
と
も
に「
食
」に
か
か

わ
る
地
域
人
材
育
成
の
場
で
あ
り
、
丹
後
観

光
の
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
と
し
て
の
情
報
発
信
基
地

で
も
あ
る「
丹
後
大
国『
食
の
み
や
こ
』」の
利

用
者
数
は
、
平
成
27
年
度
累
計
で
４
倍
に
増

え
、
北
部
主
要
観
光
地
の
来
場
者
数
は
約
３

割
増
加
し
た
。

　
ま
た
、
せ
っ
か
く
一
体
と
な
っ
た
地
域

を
再
び
ば
ら
ば
ら
に
し
な
い
た
め
に
、
圏

海
の
京
都

G
uest Presentation 2

ゲ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

②

仙
台
空
港
民
営
化
と

仙
台
国
際
空
港
の
取
り
組
み G

uest Presentation 3

ゲ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

③

域
D
M
O（D

estination M
anagem

ent 
O

rganization

）を
つ
く
り
、
各
市
町
の
観
光

協
会
は
そ
の
支
部
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
っ
て
官
民
主
導
の
観
光
地
域
づ
く
り

を
推
進
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
福
祉
の
人
材
育

成
な
ど
も
含
め
た
京
都
府
北
部
連
携
都
市
圏

の
形
成
と
い
う
副
次
的
な
効
果
を
生
み
だ
し

た
。
統一テ
ー
マ（「
も
う
ひ
と
つ
の
京
都
」）の
も

と
で
、「
海
の
京
都
」、「
森
の
京
都
」、「
お
茶

の
京
都
」、「
竹
の
里
・
乙
訓
」が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
と
い
う
地
域
共
生
の
新
し
い
在
り
方
を

創
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。例
え
ば
、

「
森
の
京
都
」は
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
維
持

保
全
、
林
業
の
付
加
価
値
向
上
、
森
の
文
化

を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
移
住
・
定

住
に
つ
な
が
る
文
化
・
産
業
地
域
づ
く
り
を
、

「
お
茶
の
京
都
」は
、
環
境
問
題
や
お
茶
の
文

化
を
復
活
さ
せ
て
い
く
な
か
で
の
新
し
い
地
域

づ
く
り
を
、
そ
れ
ぞ
れ
目
指
し
て
い
る
。

　
幸
い
な
こ
と
に
、「
海
の
京
都
博
」以
降
、

毎
年
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

丹
後
半
島
北
東
部
に
位
置
す
る
伊
根
町
は
今

年（
2
0
1
8
年
）、
大
勢
の
外
国
人
観
光

客
で
あ
ふ
れ
か
え
り
、
夜
に
な
る
と
外
国
人

観
光
客
が
食
を
求
め
て
町
を
さ
ま
よ
う
と
い

う
不
思
議
な
現
象
が
起
き
て
い
た
。
伊
根
の 

野
古
道
な
ど
の
よ
う
に
、
仮
に
ア
ク
セ
ス
が
不

便
で
あ
っ
て
も
誰
も
が一
生
に一
度
は
訪
れ
て
み

た
い
と
考
え
る
よ
う
な
エ
ッ
ジ
の
立
っ
た
魅
力

を
も
つ
世
界
水
準
のD

estination

に
な
る
か
、

あ
る
い
は
、
す
で
に
国
外
で
も
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
地
域
と
広
域
連
携
を
組
ん
で
い
く
か
を

選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
と
り
わ
け
後
者
の
場
合
は
、
地
方
空
港

へ
の
定
期
国
際
便
の
就
航
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘

致
な
ど
の
戦
略
が
必
要
で
あ
り
、
弱
者
連
合

に
な
ら
な
い
座
組
を
考
え
、
滞
在
や
周
遊
に

お
け
る
自
ら
の
地
域
の
役
割
を
明
確
に
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
地
域
に
と
っ
て
は
、
外
国
人
旅

行
者
数
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
内
消
費
額
を

増
加
さ
せ
、
域
内
調
達
率
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
価
格
競
争
に
陥

ら
ず
に
、地
域
に
と
っ
て
の
上
客
を
見
極
め
て
、

そ
こ
に
資
源
を
集
中
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
観
光
振
興
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
成
し
遂

げ
る
た
め
に
は
、
以
下
の
３
点
が
重
要
で
あ

る
。
第
一に
、
リ
ピ
ー
タ
ー
確
保
や
滞
在
時
間

インバウンド観光に取り組む
地域内合意と体制づくり（DMO)

ターゲット戦略と差別化された
コンテンツづくり

北海道、沖縄県、福岡県、⾦沢市、⾼⼭市、
地獄⾕温泉、⾼野⼭・熊野古道、しまなみ
海道・・・

1 世界⽔準のデスティネーション

• 地⽅空港への定期国際便就航
• 外航クルーズ船の寄港
• 弱者連合にならない座組み
• 滞在 → 宿泊施設の充実
• 周遊 → 域内交通の利便性

2 広域連携による誘客

訪⽇外国⼈旅⾏者の地⽅誘客の道筋

観光振興→地域経済活性化の道筋

・ターゲット戦略
・リピーター確保
・滞在時間の⻑期化

観光消費額の
増加と需要平準化

・地産地消
・加⼯⼒向上
・企業間連携

域内循環の強化
（地場産業の強化）

・観光のブランドの活⽤
・地域のファンづくり

地域産業ブランド強化
（移出／輸出⼒向上）

「海の京都」の展開
【活性化に向けた課題】
○観光関係者だけでのPRに限界

○時代の変化（インターネットの普及等）
○地域の魅力を十分にPRできていない
○地域単位での取組が多い

関係７市町と京都府が結束し、
「海」をキーワードとしてアピール！

「海の京都」の展開
【海の京都の戦略】
１.発信力・集客力のある「戦略拠点」の形成 

３.戦略的な広域観光プロモーション
２.戦略拠点を結ぶ観光交流基盤の整備

平成26年7月  近畿圏で初めて観光圏に認定

平成27年7月  海の京都博の開催

海の京都博の成果を踏まえ、
DMO設立へ

【海の京都博の成果】

○各市町の観光協会が、圏域DMOとして
　統合参加 【全国初】
○地域主導、民主導の観光地域づくりの推進
○海の京都全体で地域格差が生じないよう、 
　サービス水準の向上を図る

海の京都博開催期間中の来場者数約５００万人
（前年同期比：２２％増／2015.7.18～11.15）

平成28年6月28日  海の京都DMOを設立

※出典：山田氏資料より作成 ※出典：矢ヶ崎氏資料より作成

の
長
期
化
な
ど
に
よ
り
観
光
消
費
額
を
増
や

す
と
と
も
に
、
季
節
変
動
を
少
な
く
し
て
需

要
を
平
準
化
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
地
産
地

消
・
加
工
力
向
上
・
企
業
間
連
携
な
ど
に
よ
っ

て
域
内
循
環
の
強
化（
地
場
産
業
強
化
）を
図

る
こ
と
。
そ
し
て
、
第
三
に
、
観
光
を
目
的

と
す
る
だ
け
で
は
な
く
観
光
を
手
段
と
し
て

使
う
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
産
業
ブ
ラ
ン
ド
を
強

化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ビ
ザ
緩
和
や
旅
行
業
法
改
正
な
ど
、
必
要

な
規
制
改
革
も
か
な
り
進
ん
で
い
る
。
し
か

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
推
進
す
る
体
制
で
あ
る

D
M
O
に
つ
い
て
は
、
人
材
や
安
定
財
源
の
確

保
な
ど
の
点
で
や
や
心
許
な
い
状
況
に
あ
る
。

そ
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
に

す
る
た
め
に
は
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
も
重
要
で
あ

る
と
い
うTw

o-W
ay Tourism

を
大
事
に
す

る
こ
と
や
、O

ver Tourism

に
陥
ら
な
い
よ
う

に
上
手
に
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
を
し
て
い
く
こ
と
も
、

日
本
の
ツ
ー
リ
ズム
の
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

コ
ン
ビ
ニ
や
食
堂
は
夜
遅
く
ま
で
は
営
業
し
て

い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宿
泊
・

関
連
施
設
の
充
実
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

道
の
駅
ご
と
に
新
し
い
ホ
テ
ル
を
展
開
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
実
は
、「
海
の
京
都
」を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
、
私
は
２
つ
の
点
に
留
意
し
た
。
一つ
は「
海

の
京
都
」と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
こ
だ
わ
っ
た

こ
と
で
あ
る
。「
海
の
京（
み
や
こ
）」で
は
な

く
、
京
都
と
い
う
観
光
ブ
ラ
ン
ド
を
使
わ
な
い

手
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
う
一つ
は
、
協
力

に
消
極
的
な
市
町
村
を
除
外
し
た
こ
と
で
あ

る
。
協
力
に
消
極
的
な
市
町
村
が
入
っ
て
い

る
よ
う
な
イ
ベン
ト
は
絶
対
に
う
ま
く
は
い
か

な
い
か
ら
だ
が
、
結
果
的
に
、
す
べ
て
の
関
係

市
町
村
の
参
加
が
実
現
し
た
。
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The Forum ツーリズムと地方創生

　
仙
台
国
際
空
港
は
、「
東
北
の
空
を
世
界

の
空
へ
」を
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
昨

年
度
は
年
間
利
用
客
数
3
4
3
万
人
と
開

港
以
来
最
高
の
旅
客
数
を
達
成
し
、
今
年
度

は
そ
れ
を
上
回
る
3
6
9
万
人
を
目
標
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
東
北
６
県
の
外
国
人
宿

泊
者
数
も
昨
年
度
は
94
万
5
5
8
0
人
泊

（
前
年
度
比
46
％
増
）と
な
り
、
仙
台
の
街

中
に
も
ご
く
普
通
に
外
国
人
旅
行
者
の
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
エ
ア
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
の
結
果
、
例
え
ば
、

台
北
便
は
夏
場
週
2
便
か
ら
週
10
便
、
冬
場

は
週
4
便
か
ら
週
12
便
に
増
え
て
い
る
。
搭

乗
率
は
ま
っ
た
く
問
題
な
い
の
で
、
あ
る
程
度

の
と
こ
ろ
ま
で
は
供
給
が
需
要
を
つ
く
る
と
い

う
面
も
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

　
2
0
1
7
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
ア
ク

セ
ス
鉄
道
を
40
往
復
80
本
か
ら
43
往
復
86
本

に
増
や
し
、
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
の
バ
ス
会
社
と
の
関
係
性
を
重

視
し
て
、
会
津
若
松
や
平
泉
、
山
形
、
花
巻

な
ど
東
北
の
主
要
な
観
光
地
と
空
港
を
直
行

バ
ス
で
結
び
ア
ク
セ
ス
の
向
上
も
図
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
到
着
エ
リ
ア
に「
み
ち
の
く
観
光
案

内
所
」を
設
置
し
て
、
鉄
道
・
バ
ス
の
チ
ケ
ッ

ト
販
売
や
宿
泊
予
約
な
ど
多
言
語
対
応
の
広

域
案
内
を
提
供
し
て
い
る
。

　
隣
県
の
山
形
県
の
事
業
委
託
を
受
け
、
山

形
県
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
る
が
、
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
の

も
空
港
民
営
化
の
利
点
で
あ
る
。
ま
た
、
海

外
で
は「
ス
タ
ー
し
か
認
知
さ
れ
な
い
」の
で
、

東
北
復
興
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
会
議
で
は
東
北

全
体
を「
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」と
し
て
ブ
ラ
ン
ド

化
し
発
信
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、

観
光
庁
の
予
算
執
行
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

D
M
O
の
役
割
が
重
要

竹
中
　
ツ
ー
リ
ズム
と
地
方
創
生
を「
政
策
提
言
」

と
い
う
点
で
考
え
る
と
、D
M
O（D

estination 
M

anagem
ent O

rganization

）の
役
割
は
き

わ
め
て
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
実
は
、
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

D
M
O
と
い
う
言
葉
が
定
着
し
、
観
光
庁
も

昨
年
か
ら
予
算
を
取
っ
て
D
M
O
の
推
進
を

は
か
っ
て
い
ま
す
。

矢
ケ
崎
　
国
が
進
め
て
い
る
D
M
O
の
メ
イ
ン

の
政
策
を
見
る
と
組
織
づ
く
り
に
重
点
が
お

か
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
が
、
そ
も
そ
も

D
M
O
と
し
て
重
要
な
こ
と
は
地
域
を
ま
と

め
、
経
験
と
勘
と
度
胸
で
行
っ
て
き
た
こ
れ
ま

で
の
観
光
で
は
な
く
、
科
学
的
な
マー
ケ
テ
ィ
ン

グ
が
で
き
る
よ
う
な
力
を
つ
け
る
こ
と
な
の
で
、

そ
の
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

竹
中
　
実
は
、
日
本
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
政
策
に

つ
い
て
は
、
私
が
政
府
の
中
に
い
た
と
き
に
、

当
時
の
福
田
康
夫
官
房
長
官
に「
福
田
委
員

会
」を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
、
そ
こ
か
ら
小
泉
内
閣
の
と
き
に「
ビ
ジ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
始
ま
り
、

そ
の
な
か
で
D
M
O
が
話
題
に
上
り
、
第
一
次

安
倍
内
閣
の
と
き
に「
観
光
立
国
推
進
基
本

法
」が
成
立
・
施
行
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
当
時
の
日
本
の
国
立
大
学
に
は
観

光
学
部
は
な
く
、
そ
の
後
、
琉
球
大
学
と
山

口
大
学
に
で
き
た
わ
け
で
す
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
大
学
の
７
割
に
は
観
光
学
部
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
う
い
う
リ
ソ
ー
ス
が
日
本
の
各
地

域
に
あ
れ
ば
、
D
M
O
も
も
う
少
し
違
っ
て

く
る
は
ず
で
す
。

矢
ケ
崎
　
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
分
野
で
勝

負
で
き
る
D
M
O
の
力
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
海
外
の
D
M
O
職
員
は
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
修
士
号
を
持
っ
て
い
る
人
が
多
い

の
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
と
伍
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
人
材
が
、
D
M
O
の
な
か
の
重
要

な
ポ
ス
ト
を
占
め
、
周
り
を
育
て
な
が
ら
引
っ

張
っ
て
い
く
よ
う
な
組
織
に
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

竹
中
　
山
田
さ
ん
は
京
都
府
知
事
と
し
て
、

行
政
の
責
任
者
と
し
て
大
変
ご
苦
労
さ
れ

て
、
見
事
に
実
績
を
上
げ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、

D
M
O
の
人
材
につい
て
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

山
田
　
や
は
り
最
も
大
切
な
の
は
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
あ
り
、
ひ
ざ
詰
め
で
話
し
て
説
得
を

し
て
い
く
人
た
ち
と
、
そ
れ
を
ト
ッ
プ
が
多
層

的
に
う
ま
く
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、

で
き
る
だ
け
外
部
の
人
間
を
活
用
す
る
こ
と

も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
知
事
と
し
て

そ
う
い
う
こ
と
を
行
っ
た
わ
け
で
す
が
、
例

え
ば
、
日
本
で
唯
一の
都
道
府
県
連
合
で
あ
る

「
関
西
広
域
連
合
」を
つ
く
り
、
関
西
全
体
の

観
光
本
部
と
し
て
D
M
O
を
つ
く
り
ま
し
た
。

竹
中
　
京
都
と
大
阪
と
神
戸
は
仲
が
悪
い

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
広
域

D
M
O
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
と 

規
制
緩
和

竹
中
　
と
こ
ろ
で
、
仙
台
空
港
の
民
営
化
は

ま
さ
に
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
P
F
I
法（
民

間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整

備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
）が
改
正
さ
れ
て

「
公
共
施
設
等
運
営
権
」が
新
た
に
追
加
さ

れ
た
の
は
民
主
党
政
権
時
代
の
2
0
1
1

年
６
月
の
こ
と
で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
民

主
党
政
権
は
使
わ
な
か
っ
た
。
実
際
に
運
用

を
は
じ
め
た
の
は
安
倍
政
権
に
な
っ
て
か
ら
の

こ
と
で
す
が
、
ま
だ
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
的
制

約
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で

民
間
人
は
空
港
の
管
制
塔
や
滑
走
路
の
整
備

を
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
公
務
員
に
出
向

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
す

が
、
そ
の
た
め
に
は
公
務
員
法
を
変
え
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
法
改
正
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

岩
井
　
空
港
会
社
と
し
て
い
え
ば
、
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
規
制
改
革
に
つ
い
て
の
要
望
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
東
北
復
興
観
光

交
付
金
と
い
う
補
助
金
が
あ
り
、
毎
年
30
億

円
、
３
年
間
で
1
0
0
億
円
の
補
助
が
東

北
６
県
に
出
さ
れ
た
の
で
す
が
、
東
北
運
輸

局
の
取
り
ま
と
め
に
よ
れ
ば
、
4
0
0
近
い

事
業
が
採
択
さ
れ
て
い
て
、
１
事
業
当
た
り

8
0
0
万
円
で
す
。
民
間
企
業
で
は
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
予
算
は
ま
と
め
て
使
う
の
が
常

道
で
す
か
ら
、
や
は
り
大
変
な
税
金
の
無
駄

遣
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
広

域
D
M
O
を
つ
く
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
き
た

の
で
、
広
域
D
M
O
に
ま
と
め
て
渡
す
と
か
、

あ
る
い
は
広
域
D
M
O
が
事
業
案
件
を
審
査

す
る
よ
う
に
し
た
ら
、
も
っ
と
顧
客
の
心
に
届

く
よ
う
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
は
ず
で
す
。

竹
中
　
ま
さ
に
わ
れ
わ
れ
が
ず
っ
と
議
論
し
て

い
る
こ
と
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
、「
効
果
」

よ
り
も「
配
る
」と
い
う
行
為
そ
の
も
の
に
政

治
的
意
味
が
あ
る
と
い
う
の
が
日
本
の
行
政

の
特
徴
の
一つ
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

ま
た
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て

は
、
日
本
で
は
ウ
ー
バ
ー
が
基
本
的
に
使
え
な

い
こ
と
や
、
今
年（
2
0
1
8
年
）６
月
15
日

か
ら「
住
宅
宿
泊
事
業
法（
民
泊
新
法
）」が
施

行
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
登
録
さ
れ
て
い
る

件
数
は
極
め
て
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
い
っ

た
い
国
は
いつ
ま
で
規
制
を
か
け
続
け
る
の
か
、

と
い
う
の
が
素
朴
な
疑
問
と
し
て
あ
り
ま
す
。

矢
ケ
崎
　
民
泊
が
な
ぜ
必
要
か
と
い
え
ば
、

宿
泊
施
設
の
魅
力
の
多
様
性
が
欲
し
い
か
ら

で
す
。
ホ
テ
ル
と
い
う
画
一
的
で
安
心
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
好
む
人
も
い
ま
す
が
、
世
界
の
ミ

レ
ニ
ア
ム
世
代
は
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

に
泊
ま
っ
て
み
た
い
と
い
う
強
い
願
望
を
持
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
宿
泊
の
楽
し
み
の
多
様

性
を
確
保
す
る
た
め
に
も
民
泊
を
健
全
に
伸

ば
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
質
の
高
い
観
光
ガ
イ
ド
が
日
本
に
は

決
定
的
に
不
足
し
て
い
る
の
で
、
例
え
ば
社

会
経
験
豊
富
で
多
様
な
趣
味
を
持
っ
て
い
る
シ

ニ
ア
世
代
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

竹
中
　
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、
規
制
緩
和
の
中

で
も
い
ろ
い
ろ
な
議
論
が
出
て
い
て
、
仮
に
ガ

イ
ド
の
資
格
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
、
留
学
帰

り
の
若
い
人
と
地
元
の
郷
土
史
家
の
高
齢
者

が
ペ
ア
に
な
っ
て
行
う
と
い
う
よ
う
な
仕
組
み

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

山
田
　
規
制
に
つ
い
て
で
す
が
、
文
化
財
に
対

す
る
日
本
の
規
制
が
厳
し
過
ぎ
ま
す
。
ス
ペ
イ

ン
で
は
、
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
の
中
に
も
ホ
テ

②
多
様
な
主
体
と
の“

連
携
の
輪（
和
）

”

を

拡
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て「
6
0
0
万
人
・

5
万
ト
ン
」を
実
現
す
る
と
い
う
明
確
な
目
標

が
掲
げ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
以
前
の
仙
台
空
港
は
、
旅
客
タ
ー
ミ
ナ

ル
と
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
第
三
セ
ク
タ
ー
が

運
営
し
、
国
の
外
郭
団
体
が
駐
車
場
を
管

理
・
運
営
し
、
滑
走
路
な
ど
の
地
上
部
分

の
管
理
・
整
備
は
国
が
担
当
し
て
い
た
。
し

か
し
民
営
化
後
は
、
引
き
続
き
国
が
管

理
す
る
航
空
管
制
と
C（Custom

；

税

関
）、
I（Im

m
igration；

入
国
管
理
）、
Q

（Q
uarantine；

検
疫
）を
除
く
す
べ
て
の
業

務
を
仙
台
国
際
空
港
が一体
的
に
行
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
地
域
の
発
展
と
空
港
の

発
展
の
両
方
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。エ
ア
ラ
イ
ン
を
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
捉
え
て
リ
ス
ク
を
シ
ェ
ア
す
るw

in-w
in

の
関
係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
地
域
と
空

港
が一
緒
に
な
っ
て
航
空
需
要
を
創
出
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
空
港
が
観

光
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
役
割
を
担

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
東
日
本
大
震
災
の
後
、
日
本
の
各

地
で
は
い
ろ
い
ろ
な
気
づ
き
や
実
務
の
進
展
が

あ
り
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
2
8
6
9
万

人
が
達
成
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
間
、
東
北

の
被
災
地
で
は
、
仮
設
住
宅
を
建
て
、
か
さ

上
げ
を
行
い
、
防
波
堤
を
造
り
、
幹
線
道
路

の
引
き
直
し
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
は
遅
れ
た
。
現
在
の
東
北

６
県
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
シ
ェ
ア
は
1.
2
％

に
す
ぎ
な
い
が
、
人
口
は
全
国
の
９
％
、

G
D
P
は
６
％
を
占
め
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に

大
い
な
る
伸
び
し
ろ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ル
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
は
重
要
文
化
財

で
は
火
気
厳
禁
で
す
か
ら
料
理
は
で
き
な
い
。

そ
し
て
修
復
に
際
し
て
も
、
徹
底
的
に
昔
の

と
お
り
に
修
復
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

ホ
テ
ル
に
は
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

竹
中
　
先
日
、
国
の
重
要
文
化
財
に
な
っ
て

い
る
旧
奈
良
少
年
刑
務
所
が
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
ホ
テ
ル
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
が
、
日
本
各
地
に
あ
る
同

様
の
資
産
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
地
方
創
生

の
大
き
な
力
に
な
る
は
ず
で
す
。

岩
井
　
城
の
ホ
テ
ル
も
い
い
で
す
ね
。

竹
中
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
古
城
ホ
テ
ル
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

　
さ
て
、
本
日
は
、
お
三
方
に
素
晴
ら
し
い

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
だ
き
、
パ

ネ
ル
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
政
策
提
言
」

と
い
う
観
点
か
ら
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
議
論

し
て
き
ま
し
た
が
、
最
後
に
指
摘
し
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
外
国
人
が
日

本
に
来
て
持
つ
不
満
の
一つ
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
中
国
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
す
で

に
６
割
に
達
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
は
２
割

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
日
本
の
都
会
で
は
ほ
と
ん

ど
の
店
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
使
え
ま
す
が
、

地
方
に
行
く
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
す
ら
使
え

な
い
店
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
さ
ま
ざ
ま
な

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
、
観
光
に
関
す
る

デ
ー
タ
分
析
も
で
き
る
は
ず
で
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
は「
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
地
方
創
生
」を
考
え

る
う
え
で
も
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ディ
ス
カ
ッ
シ
ョン
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政
策
提
言

は
じ
め
に

〇
欧
州
の
よ
う
に
文
化
・
歴
史
的
遺
産
に
富

む
国
々
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
が
名
目

G
D
P
の
1.5
％
～
2.5
％
程
度
を
占
め
、
国
内

経
済
で一
定
の
割
合
を
占
め
る
だ
け
で
な
く
、

歴
史
遺
産
や
自
然
環
境
を
活
か
し
観
光
を
地

域
経
済
の
中
心
に
す
る
街
づ
く
り
が
多
く
の

地
域
で
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ド
バ
イ
の
よ
う
に
歴
史
的
遺

産
は
少
な
く
と
も
、
地
域
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

と
し
て
多
く
の
海
外
か
ら
の
訪
問
者
を
引
き

寄
せ
る
都
市
づ
く
り
を
行
い
成
功
す
る
ケ
ー
ス

も
出
て
き
ま
し
た
。 2

P O L I C Y  A D V I C E

パソナ総合研究所

政 策 提 言

第 回

〇
我
が
国
も
、
現
在
の
安
倍
政
権
の
下
で

ビ
ザ
の
緩
和
な
ど
の
諸
施
策
を
進
め
た
結

果
、
2
0
1
2
年
に
8
3
6
万
人
で
あ
っ

た
訪
日
外
国
旅
行
者（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
）

は
2
0
1
7
年
に
は
2
8
6
9
万
人
へ

と
３
倍
強
に
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
よ
る
旅
行
消
費
額

も
2
0
1
7
年
に
輸
出
で
は
自
動
車
・
化

学
製
品
に
次
ぐ
第
三
位
の
4.4
兆
円
超
に
上

り
、
2
0
2
0
年
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
目

標
4
0
0
0
万
人
に
達
す
れ
ば
単
純
計
算

で
6
兆
円
を
超
え
G
D
P
１
％
を
上
回
る
規

模
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

〇
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
の
訪
問
先
・
宿
泊
先
を
み
る
と
、
東
京
・

大
阪
な
ど
の
大
都
市
や
京
都
な
ど
歴
史
的
遺

産
が
豊
富
な
地
域
に
偏
在
し
、
必
ず
し
も
周

辺
地
域
に
広
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
、
2
0
1
9
年
ラ
グ
ビ
ー
W
杯
、

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
2
0
2
5
年
大
阪
万
博（
立
候
補

中
）と
国
際
イ
ベン
ト
が
目
白
押
し
の
中
、
今

が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
効
果
を
地
方
に
波
及
さ
せ

る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

〇
パ
ソ
ナ
総
合
研
究
所
で
は
、
山
田
啓
二
前
京

都
府
知
事
、
矢
ヶ
崎
紀
子
東
洋
大
教
授
や
岩

井
卓
也
仙
台
国
際
空
港
社
長
が
参
加
し
て
開

催
し
た
7
月
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
皮
切
り
に
、
社

員
有
志
が
参
加
し
て
田
村
明
比
古
前
観
光
庁

長
官
やAirbnb

の
山
本
美
香
本
部
長
な
ど
を

講
師
と
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
し
、イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
地
方
創
生
に
つ
な
げ
る
た
め
の
課

題
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
、
運
営
委
員
会
に
よ

り
最
終
的
な
提
言
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

〇
今
後
多
く
の
国
際
イ
ベン
ト
を
控
え
る
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
我
が
国
が
取
り
組
む
べ
き
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
と
地
方
創
生
に
関
す
る
課
題
に
つ

い
て
提
言
を
世
に
問
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の 

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
収
集
が
必
要

〇
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
訪
問
先
を
東
京
・ 

大
阪
・
京
都
と
い
っ
た
地
域
か
ら
周
辺
地
域

に
広
げ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
と
っ
て
魅
力
あ
る

観
光
ル
ー
ト
を
提
供
し
て
い
く
に
は
、
地
方
に

お
け
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
や
宿
泊
イ
ン
フ
ラ
の
問

題
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
の
問
題
と
し

て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
立
ち
寄
り
先
・
滞
在

先
な
ど
の
情
報
を
把
握
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

が
魅
力
に
感
じ
る
場
所
・
サ
ー
ビ
ス
・
モ
ノ

な
ど
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
情
報
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
S
N
S
、
中
国
か
ら
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
で
は
S
N
S
に
加
え
ア
リ
ペ

イ
や
ウィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
ペ
イ
な
ど
に
よ
る
支
払
い

決
済
を
通
じ
、
海
外
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

に
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
こ
の
よ
う
に
海
外
勢
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に

関
す
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
そ
れ
を
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
す
る
一
方
、
我
が
国
に
は

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
関
す
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

持
つ
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
存
在
し
て

い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
国
内
の
民
間
事
業

者
に
と
っ
て
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
関
す
る
動

向
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
魅
力
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
発
掘
や
効
果
的
な
情
報
発
信
を

し
た
く
て
も
で
き
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

国
内
事
業
者
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
積
極
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
な
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
国
内
に
持
つ
こ
と
が
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
効
果
を
地
方
に
拡
げ
て
い
く
に

は
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
対
し
地
域
の
魅
力
を

発
掘
し
観
光
ル
ー
ト
の
情
報
発
信
を
行
う
に

は
、
D
M
O（D

estination M
anagem

ent 
O

rganization

）の
役
割
も
重
要
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
我
が
国
の
D
M
O
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
の
デ
ー
タ
を
十
分
持
っ
て
い
な
い
こ
と
に

加
え
、
資
金
基
盤
が
弱
く
各
自
治
体
の
補
助

に
頼
る
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、

D
M
O
が
開
発
す
る
ル
ー
ト
も
都
道
府
県
や

市
町
村
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ざ
る
を
得
ず
、

「
昇
龍
道
」の
よ
う
な
例
外
を
除
け
ば
広
域

的
な
魅
力
あ
る
メ
ニュ
ー
を
な
か
な
か
提
供
で

き
て
い
ま
せ
ん
。

官
民
の
リ
ソ
ー
ス
を
シェ
ア
リ
ン
グ

エ
コ
ノ
ミ
ー
で
フ
ル
活
用

〇
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
2
0
2
0
年
に

4
千
万
人
、
2
0
3
0
年
に
は
6
千
万
人

と
増
加
さ
せ
て
い
く
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、

我
が
国
に
あ
る
官
民
の
資
産
を
フ
ル
に
活
用

し
、
多
様
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
対
応
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。 

そ
の
た
め
に
は
、
民
間
の
遊
休
資
産
を
活

用
す
る
民
泊
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
に
加
え
、

公
共
資
産
を
有
効
活
用
し
民
間
事
業
者
が

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
と
っ
て
種
々
の
魅
力
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

の
仕
組
み
を
更
に
拡
げ
る
こ
と
を
検
討
す
べ

き
で
す
。

〇
民
泊
に
つ
い
て
は
法
整
備
に
先
行
し
て
実

態
が
進
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
い
た
ず
ら
に
警
戒
感
を
呼
び
起
こ
す

面
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
官
民
双

方
の
努
力
で
民
泊
を
我
が
国
に
定
着
さ
せ
て

い
く
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

現
状
を
み
る
と
、
例
え
ば
民
泊
事
業
者
に
自

治
体
が
付
す
る
番
号
は
、
民
泊
新
法
に
よ
る

民
泊
、
国
家
戦
略
特
区
に
よ
る
民
泊
、
農
家

民
泊
と
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
り
全
国
的
に
も
統

一
的
に
管
理
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
旅

館
な
ど
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。
不
正

な
民
泊
等
を
排
除
し
、
民
間
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
に
よ
る
情
報
提
供
を
円
滑
に
す
る
た
め
、

政
府
は
民
泊
届
出
者
等
の
共
通
電
子
基
盤
を

構
築
す
べ
き
で
す
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
煩
雑
さ
が
指
摘
さ
れ
る

各
種
の
手
続
き
に
つ
い
て
の
自
治
体
側
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
化
も
必
要
で
す
。
ま
た
、一

般
の
旅
館
等
と
は
競
合
し
に
く
い
ホ
ー
ム
ス
テイ

（
家
主
居
住
）型
の
民
泊
に
つ
い
て
は
、
法
律
に

よ
る
日
数
制
限
な
ど
に
つ
い
て
家
主
不
在
型
よ

り
も
大
幅
な
規
制
緩
和
を
検
討
す
べき
で
す
。

〇
地
方
で
は
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
が
不
便
な

こ
と
が
多
く
、
誰
も
が
駅
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
着
い
て
も
タ
ク
シ
ー
が
一
台
も
い
な
い
と
い
っ

た
経
験
が
あ
る
は
ず
で
す
。
こ
う
し
た
地
域

に
お
い
て
、
観
光
客
を
主
な
利
用
者
と
し
て

対
象
に
す
る
よ
う
な
形
で
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
大

幅
な
規
制
緩
和
を
検
討
す
べ
き
で
す
。

　
例
え
ば
、
地
域
限
定
と
し
た
上
で
、
駅
、

港
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
観
光
客
の
訪
問
が 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
地
方
創
生
に
活
か
す

免
税
カ
ー
ド
を
導
入
し
て

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

A
L
L
 J
A
P
A
N
で
活
用
！

政 策 提 言
P O L I C Y  A D V I C E

国際イベントが目白押しインバウンドは既に輸出の第3位訪日客数3,000万人超えへ

ここ5年間で3倍増、今年も堅調

2012年836万人

2017年2,869万人

①自動車・・・・・・・・・・・・11.8兆円
②化学製品・・・・・・・・・・・8.2兆円
③インバウンド消費額・・・4.4兆円

2020年には6兆円（GDP1%）超えへ

2019年　ラグビーW杯
2020年　東京オリパラ
2025年　大阪万博（立候補中）

2020年 4,000万人　2030年 6,000万人の目標達成へ

政策提言「インバウンドを地方創生に活かす」 2018年11月
パソナ総研 第2回提言

政府の取るべき政策
免税カードの導入でインバウンド客のビッグデータをDMO等民間事業者で活用
紙ベースの煩雑な手続を電子化し、カードによりデータを蓄積するプラットフォーム設立1
官民のリソース活用のための大胆な規制緩和
民泊の手続効率化、バスとタクシーの中間形態のライドシェア、ナイトタイムエコノミーに資す資する公共施設のコンセッション等2
出国税・カジノ事業納付金を全国各地でのインバウンド事業に活用3

❶ 地方への波及が不十分（大都市、京都等に訪問先・宿泊先が集中）

❷ 消費額は諸外国より低レベル（諸外国はGDP比1.5％～2.5％）

❸ 官民のリソース不足（空港インフラ、宿泊インフラ、サービスコンテンツ等が不十分）

●FBやウィーチャット、アリペイ等海外プラット 
　フォーマーのみがデータを活用
●国内事業者はビッグデータがなく、インバウ 
　ンド向けサービス開発が困難

諸外国に比べインバウンド効果が十分に発揮されずインバウンド客のビッグデータがない
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状
況
を
比
較
す
る
と
、
2
0
0
9
年
か
ら

2
0
1
4
年
の
間
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
数
で

56
％
増
、
旅
行
消
費
額
で
86
％
増
に
加
え
、

国
際
会
議
件
数
も
23
％
、
そ
れ
に
伴
う
訪
問

人
数
も
44
％
増
、
更
に
ホ
テ
ル
の
客
室
数
が

30
％
増
加
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
稼
働
率
で

11
％
増
、
客
室
単
価
も
36
％
増
な
ど
大
き
な

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

〇
我
が
国
で
も
、
こ
う
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

成
功
を
学
び
、
I
R
の
効
果
を
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

全
体
に
拡
げ
て
い
く
よ
う
な
取
組
み
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
カ
ジ
ノ
事
業
者
の
収
益
に
つ
い
て

は
、
国
庫
納
付
金
に
加
え
、
都
道
府
県
等
へ

の
納
付
金
が
課
せ
ら
れ
大
き
な
財
源
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
納
付
金
に
つ
い

て
は
、
依
存
症
対
策
な
ど
I
R
の
健
全
な
発

展
に
用
い
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
I
R
周
辺

地
域
も
含
め
た
観
光
資
源
の
開
発
に
充
て
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
恩
恵
を
広
い
地
域
で
享
受
で
き

る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
す
。

〇
我
が
国
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
消
費
動
向
を

掴
む
最
大
の
機
会
は
免
税
店
で
の
買
い
物
の

デ
ー
タ
で
す
。
現
在
の
免
税
販
売
の
手
続
き

は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示

し
非
居
住
者
で
あ
る
こ
と
を
店
側
で
確
認
し

た
後
、
非
居
住
者
が
国
外
に
物
品
を
持
ち
だ

す
こ
と
の
誓
約
書
を
提
出
し
、
店
側
が
パ
ス

ポ
ー
ト
に
購
入
記
録
票
を
添
付
し
物
品
を
引

き
渡
す
と
い
う
紙
ベー
ス
の
煩
雑
な
手
続
き
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は

出
国
時
に
購
入
記
録
表
を
税
関
に
提
出
す
る

こ
と
で
手
続
き
が
完
結
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た
煩
雑
な
手
続
き
の
た
め
、
デ
パ
ー

ト
な
ど
の
専
用
フ
ロ
ア
で
多
く
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
が
手
続
き
の
た
め
に
待
っ
て
い
る
姿
を
見

る
こ
と
が
日
常
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
手
続

き
は
2
0
2
0
年
4
月
よ
り
電
子
化
に
よ

る
簡
略
化
が
な
さ
れ
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
提
示
に

よ
り
非
居
住
者
の
確
認
を
行
っ
た
後
は
、
店

側
が
パ
ス
ポ
ー
ト
情
報
と
購
入
事
実
を
記
録

し
た
デ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
税
庁
長

官
に
遅
滞
な
く
提
供
す
れ
ば
完
結
す
る
形
に

な
り
ま
す
。

〇
こ
の
電
子
化
の
機
会
を
と
ら
え
、
空
港
や

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
設
置
す
る
事
務
所
で
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
を
対
象
と
す
る
写
真
付
き
の
免
税

カ
ー
ド
を
発
行
し
、
免
税
に
よ
る
買
い
物
を

行
う
際
に
こ
の
カ
ー
ド
を
機
器
で
読
み
込
ん

だ
う
え
支
払
い
を
行
う
形
と
し
、
そ
の
デ
ー

タ
を
集
積
、
分
析
し
て
国
内
事
業
者
に
提
供

で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
今
回
の
消
費
税
引
上
げ
に
伴
い
、
様
々
な

商
品
・
サ
ー
ビ
スへ
の
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の

構
想
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
に
対
し
て
も
こ
の
カ
ー
ド
を
用
い
る
こ
と

で
、
免
税
の
対
象
と
な
ら
な
い
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
に
対
し
て
も
ポ
イ
ン
ト
を
与
え
る
よ
う
な
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
用
意
す
れ
ば
、
更
に
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
の
消
費
行
動
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
集

積
が
可
能
に
な
り
、
国
内
に
強
大
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
創
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
個
人
情
報
保
護
に
留
意
し
つ
つ
こ
の
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
分
析
す
る
団
体
を
政
府
の
出
資
で

設
立
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
民
間
事

業
者
か
ら
の
手
数
料
収
入
で
運
営
を
賄
う
よ

う
な
形
は
十
分
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■実施日
　2018年9月7日
■会場
　パソナグループ  JOB HUB SQUARE
■参加者
　竹中所長、パソナグループ各社選抜社員、事務局
■ゲスト
　国土交通省参与（前観光庁長官）   田村明比古氏
■テーマ
　「観光先進国の実現と地方創生」

■実施日
　2018年9月28日
■会場
　パソナグループ  JOB HUB SQUARE
■参加者
　竹中所長、パソナグループ各社選抜社員、事務局
■ゲスト
　Airbnb Japan株式会社 公共政策本部長  山本美香氏
■テーマ
　「ツーリズムと地方創生～日本におけるAirbnbの取り組み～」

〇
官
民
の
リ
ソ
ー
ス
の
フ
ル
活
用
に
向
け
て
、

政
府
は
以
下
の
よ
う
な
規
制
緩
和
策
を
実
施

す
べ
き
で
す
。

ⅰ
　
民
泊
事
業
の
規
制
改
革（
民
泊
の
全
国

デ
ー
タ
ベー
ス
の
整
備
、
届
け
出
窓
口
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
化
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
型
民
泊
の
日
数

制
限
の
大
幅
緩
和
）

ⅱ
　
地
方
に
お
け
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
特
例

（
駅
、
港
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
特
定
の
ス
ポ
ッ

ト
間
を
運
行
す
る
ラ
イ
ド
シェ
ア
の
大
幅
解
禁
）

ⅲ
　
民
間
事
業
者
の
知
恵
を
生
か
す
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
大
幅
拡
大（
空
港
に
加
え
ク
ル
ー
ズ

航
路
に
当
た
る
海
港
へ
の
対
象
拡
大
、
公
共

団
体
が
所
有
す
る
ホ
ー
ル
、美
術
館
、水
族
館
、

動
物
園
な
ど
へ
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
導
入
）

〇
来
年
１
月
7
日
よ
り
導
入
さ
れ
る
出
国

税
に
加
え
、
I
R
事
業
が
始
ま
れ
ば
そ
れ
に

伴
う
納
付
金
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振
興
策
を
行

う
た
め
の
大
き
な
財
源
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
財
源
を
入
管
や
税
関

の
体
制
整
備
だ
け
で
な
く
、
先
に
述
べ
た
免

税
カ
ー
ド
に
よ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
整
備
・
運
用
や
D
M
O
の
育
成

な
ど
全
国
的
な
事
業
の
た
め
に
大
胆
に
振
り

向
け
る
べ
き
で
す
。

〇
加
え
て
、
東
京
オ
リ
パ
ラ
な
ど
国
際
的
な

イ
ベ
ン
ト
や
I
R
事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
イ
ベ

ン
ト
等
が
開
催
さ
れ
る
都
市
だ
け
で
な
く
、

全
国
各
地
に
そ
の
効
果
が
広
が
る
よ
う
な
取

組
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
ロ
ン
ド
ン
五
輪

で
行
わ
れ
成
功
し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
国

際
的
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の

関
心
を
引
く
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
全
国
各
地

で
実
施
し
、
そ
れ
に
対
す
る
支
援
の
財
源
と

し
て
出
国
税
等
を
活
用
す
べ
き
で
す
。

お
わ
り
に

〇
今
年
の
夏
に
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
で
は
海
外
視

察
を
行
い
、
欧
州
に
お
い
て
観
光
を
地
域
経
済

の
核
と
し
て
繁
栄
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
街
を

訪
問
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
街
で
は
、
歴
史
的

資
産
や
自
然
を
保
存
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

ら
を
様
々
な
形
で
活
用
し
て
国
内
外
の
観
光

客
を
引
き
寄
せ
る
街
づ
く
り
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や

ド
バ
イ
な
ど
そ
の
地
域
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し

て
各
国
か
ら
人
を
引
き
付
け
る
た
め
、
人
工
的

な
都
市
づ
く
り
を
行
い
大
き
な
成
果
を
上
げ
て

い
る
地
域
も
自
ら
の
目
で
確
認
し
ま
し
た
。

　
我
が
国
も
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
と
す
る

観
光
、
国
を
繁
栄
さ
せ
る
産
業
と
し
て
成
長

さ
せ
る
施
策
を
益
々
強
化
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
忘
れ
て
は
い
け
な

い
視
点
は
、
そ
う
し
た
取
組
み
に
よ
る
効
果

を
地
方
に
波
及
さ
せ
地
方
創
生
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
、2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め
多
く
の
国
際
的

な
イ
ベン
ト
が
目
白
押
し
な
今
こ
の
時
、
我
々

の
提
言
が
多
く
の
人
に
読
ま
れ
、
我
々
の
思
い

が
伝
わ
り
、
世
の
中
が
動
い
て
い
く
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

免
税
カ
ー
ド
の
導
入
に
よ
り

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
！

政府への

政策提言
1

官
民
の
リ
ソ
ー
ス
活
用
に

大
胆
な
規
制
緩
和
を
！

政府への

政策提言
2

出
国
税
や
カ
ジ
ノ
事
業

納
付
金
な
ど
の
財
源
を

広
い
地
域
に
活
用
！

政府への

政策提言
3

パソナ総研では、「社会のあり方改革」に向けた政策提言の策定に向け、
所長と事務局、パソナグループ各社選抜社員の参加による
第2回シリーズのワークショップを開催しました。

ワークショップ開催レポート
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の
消
費
支
出
を
み
る
と
娯
楽
サ
ー
ビ
スへ
の
支

出
割
合
が
１
割
を
超
え
る
の
に
対
し
、
日
本

で
は
3
％
強
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
多
く
の
劇
場

な
ど
が
あ
る
N
Y
や
ロ
ン
ド
ン
だ
け
で
な
く
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
よ
う
な
都
市
で
も
I
R
施
設

だ
け
で
な
く
、
ナ
イ
ト
サ
フ
ァ
リ
な
ど
に
よ
り

ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
盛
り
上
げ
る
取

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
我
が
国
で
も
、
公
共

団
体
が
有
す
る
ホ
ー
ル
や
美
術
館
、
水
族
館
、

動
物
園
な
ど
様
々
な
施
設
に
つ
い
て
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
利
用
し
、
民
間
の
知
恵
に
よ
る
ソ
フ

ト
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
か
し
た
ナ
イ
ト
イ
タ
イ
ム
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
拡
充
を
図
る
べ
き
で
す
。

I
R
事
業
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の 

発
展
の
た
め
に
活
用
す
べ
き

〇
我
が
国
に
お
け
る
I
R（
統
合
型
リ
ゾ
ー

ト
）事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
様
々
な
議
論
が

な
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
7
月
に
I
R

整
備
法
が
成
立
し
、
政
府
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

経
験
な
ど
を
基
に「
日
本
型
I
R
」の
根
本
原

則
と
し
て
、「
単
な
る
カ
ジ
ノ
の
解
禁
で
は
な

く
、
世
界
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
よ
う
な
我

が
国
の
魅
力
を
高
め
、
大
人
も
子
供
も
楽
し

め
る
新
た
な
観
光
資
源
を
創
造
す
る
も
の
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

〇
諸
外
国
を
み
て
も
、
古
く
は
モ
ナ
コ
、
最

近
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ド
バ
イ
な
ど
必
ず
し

も
歴
史
遺
産
等
に
恵
ま
れ
な
い
街
に
お
い
て

人
工
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
呼
ぶ
よ
う
な

街
づ
く
り
を
進
め
た
成
功
例
が
あ
り
ま
す
。

I
R
も
そ
う
し
た
戦
略
の一
要
素
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
我
が
国
が
参
考
と

し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
2
0
1
0
年
の

I
R
開
業
の
前
後
5
年
間
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

見
込
ま
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
地

点
間
に
限
定
し
た
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
の
中
間
の

よ
う
な
形
で
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
認
め
る
仕
組
み

を
考
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
利
用
者
の
要

求
に
応
じ
ど
こ
で
も
行
く
こ
と
が
出
来
る
一
般

タ
ク
シ
ー
と
の
差
別
化
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

更
に
、
こ
う
し
た
取
組
み
を
行
う
地
域
の
た

め
、
タ
ク
シ
ー
だ
け
で
な
く
届
け
出
を
し
た
ド

ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
利
用
が
可
能
な
ア
プ
リ
な
ど

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
公
的
な
補
助
で
整
備

し
て
い
く
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
す
。

〇
2
0
3
0
年
6
0
0
0
万
人
と
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
の
目
標
達
成
に
は
、
羽
田
・
成

田
や
関
空
な
ど
大
都
市
近
辺
の
空
港
の
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
だ
け
で
は
対
応
で
き
ず
、
地
方
空
港

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
知
恵
を
絞
っ
て
利
用
客

を
増
や
す
努
力
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
既
に
行
わ
れ
て
い
る
関
空
・
伊
丹
・

神
戸
や
仙
台
だ
け
で
な
く
、
よ
り
多
く
の
空

港
で
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
民
間
事
業

者
の
知
恵
を
導
入
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

　
ま
た
、
ク
ル
ー
ズ
客
の
利
用
増
加
を
考
え

れ
ば
、
海
港
に
つ
い
て
も
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
活

用
を
検
討
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
更
に
、
我
が
国

で
は
多
く
の
港
が
漁
業
港
と
し
て
の
機
能
を

メ
イ
ン
に
整
備
・
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
観

光
を
地
域
経
済
の
中
心
と
し
て
位
置
付
け
る

の
で
れ
ば
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
や
ク
ル
ー
ズ
船
の

入
港
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
を
整
備
す
る
な
ど

観
光
を
メ
イ
ン
と
し
た
港
づ
く
り
に
転
換
す

る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
す
。

〇
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
よ
る
経
済
効
果
を
更
に

高
め
る
に
は
、
諸
外
国
の
よ
う
に
ナ
イ
ト
タ
イ

ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
充
実
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

も
重
要
で
す
。
諸
外
国
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

政 策 提 言
P O L I C Y  A D V I C E

2Workshop

ワークショップ1Workshop

ワークショップ
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